




































(external qual ty assurance)による方策であり、二つ目は「内部質










ら、他方では出口である卒業時点のハード、ノレを高め、大学の質を保証 (qual ty assur 
a n c e)する第三者評価システムとして導入したものである。























識と教養J(7 3 %)、②「教材解釈の力J(6 4 %)、③「対人関係能力、コミュニケーション能力」
(63%)、④「学習指導・授業づくりの力J(6 2 %)、⑤「教師の仕事に対する使命や誇りJ(5 7 %) 
である。同様に初任者を受け入れる教員も、①「常識と教養J(6 0 %)、②「教材解釈の力J(5 8 %)、






































































































































































































































































































【児童・生徒の理解】(1)自己指導力一7項目、 (2)教育相談力一 19項目、 (3)学級経営力一20
項目、 (4)生徒指導の実際ー 12項目、④授業評価ー3項目 (5)自己実現の支援と進路指導ー5項
























































たい目標は、 1.基本的要素(教師としての人間性等) 6項目、 I.知識・理解(カリキュラム・教
育法令等) 1 0項目、 II.指導①目標・計画(指導案の作成等) 6項目、 N.指導②実演授業(教科
指導の実習授業等) 6項目、 v.評価(評価方法等) 4項目、 VI.授業観察・分析(板書・個への支
援等)9、V1I.学級経営(いじめ不登校対応等)6項目、珊.学校組織の理解と運営への協力(校務分


























































































































































-佐藤仁「教員養成の質保証に向けた組織的取り組みの現状と課題JW 日本教育学会紀要~ 20 1 0年
・丈部科学省 平成19年度教職課程課程認定大学実施視察大学視察報告書 2006年
-古川治「日本の教師教育改革の現状と課題JW甲南大学教職教育センター研究報告書~ 2009年







・財団法人大学基準協会編『大学評価ハンドブ、ック~ 20 1 0年
・山崎哲司「教職実践演習を踏まえた教師教育改善の現状と課題Jr教職実践演習に向けたカリキュラ
ム開発」愛媛大学フォーラム 2010年



















-今西幸蔵著「キー・コンピテンシーとDeSeCo計画」 天理大学学報 219号 2008年
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